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行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

行
政
相
談
週
間

　
　
　 

10
月
７
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

　

総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な
ど
の

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
受
け
す

る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
相
談
制
度
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
行

政
相
談
週
間
」
の
期
間
内
に
「
行
政
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
場
所　

扶
桑
町
中
央
公
民
館　

講
義
室
２

▼
行
政
相
談
委
員　
河こ

う
の野　

す
い

　
　
　
　
　
　
　
　

伊い
と
う藤　

千ち

せ勢

※
「
行
政
相
談
委
員
」
と
は
、
総
務
大
臣
か

　

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

住
民
課　

内
線
２
４
９

　

� 
扶
桑
町
表
彰

　

８
月
１
日
（
木
）、
多
年
に
わ
た
り
本
町

住
民
の
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
、
及
び

公
職
に
従
事
し
て
功
績
顕
著
な
方
々
に
表

彰
状
及
び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

● 
自
治
功
労
者

　
　
　
　

千せ
ん
だ田　

幸こ
う
じ治

● 

体
育
功
績
者

　
　
　
　

今い
ま
え
だ枝　

伸し
ん
い
ち一

● 

社
会
事
業
功
績
者

　
　
　
　

橋は
し
も
と本　

大だ
い
ち智

● 

保
健
衛
生
功
績
者

　
　
　
　

大お
お
や
ぶ藪　

孝た
か
し志

● 

治
安
維
持
功
績
者

　
　
　
　

小こ
ば
や
し林　

豊
ゆ
た
か

● 

私
財
寄
贈
者

　
　
　
　

礒い
そ
が
い谷　

芳よ
し
こ子

10
月
は
児
童
手
当
の
支
払
月
で
す

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童

を
養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
は

支
払
月
で
す
の
で
、
金
融
機
関
で
振
り
込
み

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
払
日　
10
月
10
日
（
木
）

▼
支
払
対
象
月　
６
月
分
か
ら
９
月
分

　

な
お
、
児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由

の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。）

※
現
況
届
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
支
払
い

　

が
遅
れ
ま
す
。
必
ず
現
況
届
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。 福

祉
児
童
課　

内
線
２
２
７

地
球
環
境
保
護
ポ
ス
タ
ー
展
・

廃
品
再
利
用
作
品
展
に
つ
い
て

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

　

地
球
環
境
保
護
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作
品
と

広
報
ふ
そ
う
７
月
号
に
て
募
集
し
ま
し
た
、

廃
品
再
利
用
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
　
10
月
19
日
（
土
）
～
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼
展
示
会
場
　
扶
桑
町
図
書
館 

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
10
月
22
日（
火
・
祝
）は
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

※
最
終
日
の
10
月
24
日
（
木
）
は
正
午
ま
で

　

の
展
示
に
な
り
ま
す
。
　

愛知県では、親の病気、虐待など様々な事情に
より家庭で生活できなくなった子どもたちをご
自分の家庭に迎え、養育していただく「里親」
を募集しています。
▼問い合わせ　愛知県一宮児童相談センター
　　　　　　　☎ 0568（45）1558

「子どもたちの健やかな成長のために、
　　　　　　 里親になりませんか？」

10 月は「里親月間」です
　福祉児童課　内線 229
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  財政の健全化判断比率と資金不足比率について
政策調整課　内線 313

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、財政の健全性を表す指標
（４つの健全化判断比率及び資金不足比率）の公表が義務づけられています。
　扶桑町の平成３０年度決算における財政の健全化判断比率等は次のとおりです。

単位：％

健　全　化　判　断　比　率 ⑤公営企業におけ
　る資金不足比率①実質赤字比率 ②連結実質赤字比率 ③実質公債費比率 ④将来負担比率

扶桑町の状況
ない

（黒字）
ない

（黒字）
１．３

ない
将来負担額より
も、それに充て
ることができる
財源の方が多い

ない

資金不足額が
ない
　

⑥早期健全化基準 １４．１５ １９．１５ ２５．０ ３５０．０ ２０．０
（経営健全化基準）

[ ] [ ]

① 一般会計等（扶桑町では、一般会計と土地取得特別会計）の赤字額の標準財政規模に対する割合
② 全会計（扶桑町では、一般会計・土地取得特別会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・  
　 後期高齢者医療特別会計・公共下水道事業特別会計）の連結赤字額の標準財政規模に対する割合
③ 一般会計等が負担する、元利償還金等（地方公共団体が借りた借金の返済金等）の標準財政規模を
　 基本とした割合（３年平均）
④ 一般会計等が将来負担すべき実質的な負担の標準財政規模を基本とした割合
⑤ 公営企業会計（扶桑町では、公共下水道事業特別会計）の赤字に相当する額の事業規模に対する割合
⑥ 財政の健全化の目安となる基準。基準を超えた場合は、自治体が自主的に財政健全化計画を定め、
　 財政再建に努めなければなりません。（①と②は各自治体の標準財政規模により異なる。）
※ 平成３０年度扶桑町の標準財政規模：６７億１，００９万円

　　　　

　

政策調整課　内線 316
扶桑町では、町民の皆さんより幅広くご意見をお聴きしています。
今回は平成 30 年度に受け付けしました件数及び内容の一部をお知らせします。

なお、今年度からお寄せいただいたご意見に対し、皆さんに広くお知らせしたい町からの回答
（匿名を含む）をホームページや役場１階の掲示板で紹介しています。
皆さんからいただきました意見や質問をもとに、今後もよりよい町政を目指してまいります。

◆意見・問い合わせ等の受付件数について　
　　　　　　　　　　　　（匿名のものを含む）

◆主な意見・問い合わせ

◆内訳について

受　付　方　法 件  数
手紙（役場設置の投書箱に投かんのものも含む。） ６７

電子メール（問い合わせ用アドレスに着いたもの。） ２７２

合　計 ３３９

内　　訳 件  数
回答した意見（意見の一部でも回答したものを含む。） ２６７

匿名等の理由により回答不能となった意見 ７２

合　計 ３３９

・各種申請手続き（戸籍謄本、転出届、住所変更、
  証明書等）について
・助成金・補助金・手当て・給付金について
・ごみ（収集、分別の仕方）について
・側溝、道路について
・ 施設（図書館、福祉センター、学習等、保育園）
  について
・小中学校のエアコン設置について
・コミュニティバスについて

町政への意見・問い合わせ等の受付について
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令和元年度　扶桑町男女共同参画講演会

元 NHK 科学・環境番組部専任ディレクター /
「ためしてガッテン」演出担当デスク

      北
きたおり

折  一
はじめ

氏  が教える！

★ 日 時  :　11 月 16日（土）
　　　　　　　　　　　開 場　午後１時 00 分
　　　　　　　　　　　開 演　午後１時 25 分から３時 30 分まで（講演 90 分 / 質疑応答 30 分）
★ 会 場  ：   扶桑町中央公民館２階講堂
★ 参 加 方 法  ：   入場無料 / 事前申し込み不要 / どなたでも参加できます
★ 託 　 　 児  ：   あり（無料・先着順）（６ヶ月以上５歳児以下 10 名まで）
　　　　　　　　　  ※事前申し込みが必要です。
　　　　　　　　　　  10 月 1 日（火）から 10 月 31 日（木）までに下記までお申し込みください。
　　　　　　　　 　   ▼申込み：政策調整課   T E L：（93）1111（内線 316）
　　　　　　　　　　　　　 　                      E-mail ：  info_box@town.fuso.lg.jp
★ 問い合わせ  ：   政策調整課（内線 316）　　★ 主　催  ：   ふそう男女共同参画懇話会 / 扶桑町

前回は立ち見続出！
大盛況のあの講演会が帰ってきました！

三日坊主
聞かないと損する
楽やせダイエット

扶桑町出身です。
出身地特典の話もあるかも？！
インチキダイエットの
見破り方も教えちゃいますよ～！

のあなたでもできる！
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産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

　

わ
た
し
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水

は
、
川
や
海
な
ど
の
水
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
ク
リ
ー
ン
排

水
推
進
月
間
」
及
び
「
浄
化
槽
強
調
月
間
」
と

定
め
、
家
庭
で
の
生
活
排
水
対
策
や
浄
化
槽
の

適
正
管
理
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
は
、
一
人
ひ
と
り
の
取
組

が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
身
近
な
生
活
排
水
対
策

　

・
食
べ
残
し
、
飲
み
残
し
を
し
な
い

　

・
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
き
り
ネ
ッ
ト
で
汚

　
　

れ
を
取
り
除
く

　

・
使
用
済
み
食
用
油
は
資
源
ご
み
に
出
す

　

・
食
器
や
鍋
は
目
立
つ
汚
れ
を
新
聞
紙
な

　
　

ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う

　

・
洗
剤
は
正
し
く
量
っ
て
使
う

▼
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理　

浄
化
槽
を

管
理
す
る
全
て
の
方
は
、
法
律
に
よ
り
保
守

点
検
・
清
掃
を
実
施
し
、
法
定
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
を
効
果
的
に
長
く
ご
使
用
い
た
だ
く
た

め
、
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助　

一
般
家

庭
で
、
単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
便
所

を
廃
止
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
下
水
道
認
可
区
域
や
新
築
・
改
築
の
場

合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
事
前
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
工

事
前
に
産
業
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
は
「
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
」

及
び
「
浄
化
槽
強
調
月
間
」
で
す

第 64 回 愛知県消防操法大会出場
町を守る　扶桑町消防団健闘！

総務課　内線 217

　7 月 20 日（土）に、蒲郡市竹島ふ頭で行われた第 64 回愛知県消防操法大会ポンプ車操法
の部に扶桑町消防団第 1 分団が出場し、結果は出場 25 団中 18 位でした。
　団員たちは丹羽消防署の指導員を始めとする多くの方に支えられながら、1 月から大会まで
の間に 100 日を超える厳しい訓練を実施しました。大会を通じて団結力を深めることができ
た扶桑町消防団はこれからも扶桑町を災害から守るために奮闘します。

出場団員が町長の激励を受けました。 火点に向かって放水します。

消防団員募集！
【消防団とは】
消防団は、地域に密着した防災機関として『我が町を災害から守る』という使命感のもと、地域で発
生した火災の消火活動や、地震・風水害などの各種災害はもちろん、災害の予防広報などを行っており、
地域住民の生命 ･ 財産を守る重要な役割を担い、地域に密着した幅広い活動を行っています。

【入団条件】
扶桑町消防団条例により、扶桑町に在住または在勤の 18 歳以上で、職務遂行に支障のない方、欠格条
項に該当しない方が入団することができます。入団を希望される方は、総務課までお問い合わせくだ
さい。
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「ラジオ深夜便のつどい in 扶桑町」 観覧者募集
入場無料

　扶桑文化会館開館 25 周年を記念して、扶桑町と NHK 名古屋放送局などでは、
「ラジオ深夜便のつどい」を実施します。深夜に安らぎや楽しさをお届けする「ラ
ジオ深夜便」のアンカートークと講演会をお楽しみください。
　観覧ご希望の方は、次の要領でお申し込みください。

と 　 き

と こ ろ

主 催 者

応募方法

11 月 30 日（土）　午後１時 30 分から４時（予定）※開場は午後 1 時

扶桑文化会館

扶桑町・扶桑町教育委員会、
NHK 名古屋放送局・名古屋中央営業センター・NHK サービスセンター

郵便往復はがきでお申し込みください。

▼問い合わせ　ＮＨＫプラネット中部　☎ 052（952）7381（平日 10：00 ～ 18：00）
　　　　　　　ＮＨＫ名古屋放送局ホームページ　https://www.nhk.or.jp/nagoya/
　　　　　　　扶桑文化会館　　　　　☎（93）9000（水曜～日曜 9：00 ～ 17：00）

　○ 往信おもて：〒 461-8725
　　　　　　　　  ＮＨＫ名古屋放送局
　　　　　　　　　「ラジオ深夜便のつどい」係
　○ 往信うら　：郵便番号・住所・名前・電話番号
　○ 返信おもて：郵便番号・住所・名前
　○ 返信うら　：何も書かないでください。
　　　　　　　　（結果を印刷して返送します。）
◆締切／ 11 月 5 日（火）必着
　※応募多数の場合は抽選のうえ、1 枚につきお 2 人まで入場
　　できる整理券をお送りします。
　※満 1 歳以上のお子様から整理券が必要です。
　※当選はお１人様 1 通とさせていただきます。
　※インターネットオークション等での売買を目的としたお申
　　し込みは固くお断りいたします。
　※ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果のご連絡のほか、
　　ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させていただくことがあ
　　ります。
　※郵便往復はがき以外での応募や、記入もれのあるはがきは
　　抽選の対象外となりますのでご注意ください。

広報ふそう 2019 年 10 月号ー 6 ー

扶桑文化会館　☎（93）9000

放送予定

放送日は未定です。

～ 扶桑文化会館開館 25 周年記念 ～

　　　　　公開録音開催決定‼

〒 461-8725

◆郵便はがき記入例

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

ＮＨＫ名古屋放送局
「ラジオ深夜便の
　　　　つどい」係

何も書かないで
ください。

（抽選結果を印刷します）

お客様の
　●郵便番号
　●住所
　●名前

お客様の
　●郵便番号
　●住所
　●名前
　●電話番号

63 円
切手

63 円
切手

※ 10 月 1 日から郵便料金が変わります。
　  不足のないようご注意ください。

出 演 第一部　明日へのことば講演会
　　　　 講　師：竹

たけした

下 景
け い こ

子（俳優）
　　　　 聞き手：村

むらかみ

上 由
ゆ り こ

利子（NHK 名古屋放送局アナウンサー）
第二部　アンカーを囲むつどい
　　　　 アンカー：中

なかむら

村 宏
ひろし

、松
ま つ い

井 治
はるのぶ

伸

 講師：竹下 景子
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★貸館の受付開始
　10 月 2 日（水）より、会議室、リハーサル室、展示室、ホール練習の令和元年 12 月利用とホールの令
和 2 年 4 月利用の申請受付を開始します。受付時間は午前 9 時から午後 5 時までで、先着順に受付します。
但し、開始日に限り、午前 9 時から 10 時までは一括しての受付で、ご利用の日程が重複した際は、抽選
となります。

文化会館情報

“～人生を豊かに、心潤うひとときを～あなたの町の文化会館”

◆扶桑文化会館情報◆　☎ (93)9000　開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜月曜日（祝日は除く）・火曜日休館＞

～入場無料のアットホームなコンサート～

会場：扶桑文化会館 

 10月4日（金）
  午後7時～8時

“ Tiro Etoile ～煌めくジョイントコンサート～ ”

出演 谷畑有紀（フルート）、日置奈々子(クラリネット)、天野温香(ファゴット)

★演奏予定曲 ☆紹介

“ 夢見るピアノ　～魔法の時間～ ”

ノクターン第2番／ラ・カンパネラ／
秋によせて／ほか

★演奏予定曲

東三河を拠点とするピアニスト、扶桑ではじめての演奏です。
秋風とともに、生のピアノの音色をお楽しみいただけたら幸いです。

☆紹介 

 10月20日（日）
  午後2時～3時

愛の挨拶／ワルツイング・キャット／
ミッキーマウスマーチ変奏曲／ほか

木管三重奏　Tiro Etoileです。
皆様に煌めく音色ですてきなひとときをお届けします。

出演 竹田江梨子（ピアノ）

たにはた ゆ  き ひ おき な   な   こ あま の はる か

たけ だ え   り   こ

トリオ エトワール

　8 月 10 日 ( 土 )10 時 30 分より扶桑文化会館にて
「開館 25 周年企画 扶桑文化会館探検ツアー」を開催
しました。参加人数は 45 名で文化会館の歴史や舞台
装置の実演などを通して扶桑文化会館を学びました。
また、探検ツアー後半には扶桑文化会館登録アーティ
ストでピアニストの梅

うめむら

村裕
ひ ろ こ

子さんと、同じく登録アー
ティストで落語家の古

こ と や

都家雄
ゆうすけ

助さんによるパフォー
マンスが行われ、参加者はなめらかなピアノの音と
臨場感のある落語を楽しみました。

扶桑文化会館探検ツアー開催 !!

「舞台の広さ
、天井の高さ

が

思ったより大
きくびっくり

しました。」

迫力ある舞
台照明実演

。

「照明がまぶ
しくて

眼がチカチカ
するヨ !」

幕の後ろで行う舞台転換の様子も見てもらいました。

落語寄席 !ピアノミニコンサ
ート !

＜扶桑文化会館編＞
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１０月は３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）推進月間です
３Ｒ（スリーアール）を心がけ、環境にやさしい行動を！

　◆Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）………  物を大切に使おう。ごみを減らそう。
　◆Ｒｅｕｓｅ（リユース）……………  繰り返し使おう。
　◆Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）……  再び資源として利用しよう。

種別 収集業者 中間処理業者 リサイクル・処分先 リサイクル用途
ア ル ミ 缶

㈱中部クリーンシス
テム ( 扶桑町 ) 小牧金属㈱ ( 江南市 ) 大 同 特 殊 鋼 ㈱

　（名古屋市）等

ア ル ミ 原 料

ス チ ー ル 缶 自 動 車 部 品 原 料

鉄 類 自 動 車 部 品 原 料

び ん ㈱東海 SUNKEY( 犬山市 ) ㈲大原ガラスリサイクル(岩倉市) 石塚硝子㈱ ( 岩倉市 ) び　　　　　　ん

紙 類 ㈱ハニダ ( 扶桑町 ) ㈱ハニダ ( 扶桑町 ) 王子製紙㈱（春日井市）等 製 紙 原 料

古 着 ㈱ハニダ ( 扶桑町 ) ㈱ハニダ ( 扶桑町 ) 東 南 ア ジ ア
近 隣 工 場 等

古 着 、 ウ エ ス 、
車 の 内 装 品

ペ ッ ト ボ ト ル ㈱中部クリーンシス
テム ( 扶桑町 )

ﾐﾅﾐ産業㈱ ( 北名古屋市 ) ㈱アース・グリーン・
マネジメント（飯田市） 衣 料 品

白 色 ト レ イ ・
発泡スチロール

  ㈱中部クリーンシス
　  テム ( 扶桑町 ) 海 外 へ 輸 出 建築材、ハンガー等

プラスチック製
容 器 包 装

㈲扶桑クリーン社　
　　　( 扶桑町 ) ㈱愛北ﾘｻｲｸﾙ ( 犬山市 ) ㈱ パ ッ ク ス

( 関市 )
物 流 用 パ レ ッ ト
・ ペ ー ル 缶 等

廃プラスチック

㈱中部クリーンシス
テム ( 扶桑町 )

江南丹羽環境管理組合 三重中央開発㈱ ( 伊賀市 )
西播環境整備（姫路市） ＲＰＦ（固形燃料）

乾 電 池 － ＪＦＥ条鋼㈱(倉敷市) 路盤材、亜鉛精鉱原料等

蛍 光 灯 等 扶  　　桑　 　 町 野村興産㈱(北見市) 水銀、ガラス繊維等

埋 立 ご み － 三重中央開発㈱ ( 伊
賀市 ) にて埋立処分 －

廃 食 用 油 ㈱東海 SUNKEY( 犬山市 ) ㈱光栄物産 ( 小牧市 ) ㈲中川油脂商店（名古屋市） 石 け ん 等

木 質 製 品 ㈱東海 SUNKEY( 犬山市 ) 江南丹羽環境管理組合 フルハシＥＰＯ㈱ ( 春日井市 ) ボイラー用チップ燃料

布 団 等 ㈱東海 SUNKEY( 犬山市 ) 江南丹羽環境管理組合 ㈱市川環境エンジニアリング（市川市）
三重中央開発㈱（伊賀市） ＲＰＦ（固形燃料）

家電・金属製品 ㈱東海 SUNKEY( 犬山市 ) ヤマショー金属㈲ ( 小牧市 ) 中部鋼鈑㈱（名古屋市）等 鉄 筋 等 製 鉄 原 料

剪定枝 ( 個人 ) 直接搬入 ( 小淵堤外 ) 大和エンタープライズ㈱ ( 大口町 ) ㈲ヤマビコ緑化（本巣市） 堆　　　　　　肥

剪 定 枝 ・ 草 直接搬入 ( 江南丹羽環境管理組合 ) 大和エンタープライズ㈱ ( 大口町 ) ㈲ヤマビコ緑化（本巣市） 堆　　　　　　肥

資
源
ご
み
等

粗
大
・
小
型
ご
み
搬
入
ご
み

産業環境課　内線 278

各地区集積所より町が収集した資源ごみ（アルミ缶・スチール缶・鉄類・びん・紙類・古着）の売上金を
全額地区へ交付しています。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

　

ご
み
の
減
量
化
や
、
堆
肥
化
に
よ
る
資
源
の
有
効

利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
生
ご
み
処
理
機

や
、
コ
ン
ポ
ス
ト
（
堆
肥
化
容
器
）
を
購
入
さ
れ
た

場
合
に
左
記
の
と
お
り
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
資
源
の
有
効

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

産
業
環
境
課

生ごみ処理機 容　　器

対 象 者 扶桑町内に住所を有し、居住している方
で、扶桑町内の販売店から購入した方。

補助金額 購入金額の半分
（最高 23,000 円）

購入金額の半分
（最高 4,000 円）

補助対象
１世帯につき１台
●微生物による 
　分解消滅型

１世帯につき２基まで
●コンポストは底がな
　く、土中に一部を埋
　めて使用するもの
● 生 ご み 処 理 容 器 は、 
　生ごみを嫌気発酵さ
　せるための密閉型の
　容器で 2,000 円以上
　のもの

申請方法 産業環境課窓口
（販売店にも申請書があります）

生
ご
み
処
理
機
等
の

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
７

　

エ
コ
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
会
が
行
う
、
10
月
の
資

源
回
収
及
び
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
日
時
を
変

更
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
21
日
（
月
）
→
10
月
７
日
（
月
）

▼
場
所　
役
場　

東
車
庫

資
源
回
収
及
び
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ

開
催
日
の
変
更
（
エ
コ
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
会
）

■扶桑町では、分別収集・直接搬入の後、下記のとおりリサイクルを行っています。
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産業環境課　内線 278
家庭ごみ収集について

◎施設で回収するもの　＊詳しくは年間行事予定表の 3 ページをご覧ください。

◎可燃性ごみ収集について
  ○祝日も通常どおり収集を行います。　○事業活動により生じるごみは町では収集しません。
  ○収集日当日の朝に出してください。
  ○収集車が作業により、道路上で停車する場合がありますが、ご理解とご協力をお願いします。
  ※可燃性ごみには、多くの水分が含まれています。生ごみの水分をよく切って出してください。

◎資源ごみ・小型ごみ分別収集日程表

地　区　名 資源ごみ・小型ごみの分別収集日
（容器プラと廃プラを含む）

容器プラと
廃プラの収集日

 南新田・高雄住宅・北新田・羽根・東川西・東川南・東川北・扶桑住宅・

 ビレッジハウス扶桑・ 村田機械寮
１０月６日 １０月２０日

 羽根西・南定松・北定松・高雄団地・福塚・宮島・伊勢帰・扶桑台 １０月１３日 １０月２７日

 山那・小淵・大門・森・前野・野田・西村・寺前・中村住宅・斎藤東・

 斎藤西・斎藤中・斎藤南・斎藤北・緑ヶ丘・高木東・高木西

１０月２０日
（山那・小淵・大門・森・
  前野・野田・西村・寺前・ 
  中村住宅　27 日）
（高木東・高木西 19 日）

１０月６日

 柏森東 1 区・柏森東 2 区・柏森レインボー・柏森西・柏森南・柏森北

 中島・ 花立・平塚 
１０月２７日

（柏森西 6 日）
１０月１３日

※各地区集積所で収集した資源ごみ（アルミ缶・スチール缶・鉄類・びん・紙類・古着）の売上金は全額地
　区へ交付しています。地区での収集にご協力ください。
※地区の分別収集に出せない方は、資源ごみ回収拠点（小淵堤外）にて資源ごみ・小型ごみの回収を行って
　いますのでご利用ください。祝日の場合も利用できます。
　○ 月曜日～金曜日…午前９時～正午　　○ 土曜日…午前９時～午後３時（正午～午後１時を除く）
　　（詳しくは年間行事予定表の 4 ページをご覧ください。）

※収集日に注意

回収するもの 回収場所 回収日

10 月（偶数月）
紙容器

 総合体育館（火曜日休み）、老人憩の家（月曜日、祝日休み）
 サングリーンハウス（土・日曜日、祝日休み）
 各学習等供用施設（月曜日、祝日休み）

10 月 9 日（水）～ 16 日（水）
　　※各施設の休みに

ご注意ください。

 役場（土・日曜日、祝日休み）総合福祉センター（月曜日休み） 開庁日

使用済み小型家電
（9 品目）

 役場（土・日曜日、祝日休み）総合福祉センター（月曜日休み）
 総合体育館（火曜日休み）

開庁日

※収集日に注意

※収集日に注意

産業環境課　内線 273

ゆずります・さがしています ◆このリサイクルニュースのシステムは、ゆずりたい方・さがして
　いる方をご紹介するものです。有償・無償の条件提示や交渉等は
　各個人で責任を持っておこなってください。

ゆずります（物品） さがしています（物品）

  ＊ 洋服だんす
  ＊ 手作りの机（引き出しあり）

  ● ブロワバキューム

新規物品 ( ＊ ) 印は 10 月 2 日（水）午前９時から先着順窓口受付のみ

物々交換イベントの
お知らせ

○日 時　10月 28日（月） 午前10時～11時30分（午前10時15分受付終了）

○場 所　扶桑町総合福祉センター２階　大会議室

○問い合わせ　ぷらねっと扶桑　☎（75）3082
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　まちに緑をふやしませんか
　近年、環境問題への関心の高まりを背景として都市における森や緑には、地球温暖化
の抑制やヒートアイランド現象の緩和、生物多様性の保全など、多くの機能に対する期
待が高まっています。
　しかし、現在、都市化による緑の減少や手入れ不足の森林の増加により機能の低下が
危惧されています。
　私たちは、普段の生活の中で、自然からの恩恵を知らず知らずのうちに受けています。
そうした自然をもっと豊かにして、次の世代に残していくために、まちに緑をふやして
いきましょう。

　扶桑町では、愛知県が行う「あいち森と緑づくり都市緑化推進事業」に基づく間接補助事業により、
民有地の緑化の経費に対し、予算の範囲内において補助金の交付を実施しています。この事業（緑の
街並み推進事業）は、町内の市街化区域及び市街化調整区域内の既存集落の民有地において、まとまっ
た規模※での優良な緑化工事費の一部を助成し、民有地緑化を推進する事業です。
　補助対象要件など詳しくは、都市整備課へお問い合わせください。
　※まとまった規模 ･･･ 緑化面積が 50 ㎡以上、生垣設置については延長 15m 以上。

扶桑町都市緑化推進事業補助金制度

緑の街並み推進事業

「緑の募金」でふせごう地球温暖化
緑の募金にご協力ください

（春期：4 月 1 日から 5 月 31 日　秋期：9 月 1 日～ 10 月 31 日）

緑の募金は「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」（平成 7 年 6 月施行）に基づき、自発的な活動を
生かして森林整備や緑化推進等を図る目的で、実施しています。

都市整備課　内線 283

（あいち森と緑づくり都市緑化推進事業　愛知県補助事業）

セットバックによる
緑化（歩道と一体的
なオープンスペース
を確保）

屋上緑化
壁面緑化

空地緑化

生垣緑化

駐車場の緑化
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1. 記念樹配布事業
　 扶桑町に在住の町民皆さんの特別な記念日を対象として樹木の苗をプレゼントしています。
　▼対象記念日
　●ご結婚　●お子さんの出生　●住宅の新築・購入
　●入学・入園もしくは卒業・卒園　●成人・還暦・その他
　　※申込み有効期間は、対象記念日から 1 年以内です。 
　　※誕生日や結婚記念日など恒例的な記念日は対象になりません。
　▼申請方法
　　記念樹配布申請書、記念日を証明できる書類の写しを添付して都市整備課へ提出してください。
　　※申請書様式は都市整備課窓口もしくは扶桑町ホームページからダウンロードできます。
　▼配布方法
　　対象となる要件を確認し交付を決定した後、「配布券」「受領書」を申請者へ送付します。
　　6 月、11 月、3 月の指定した期間内に、「配布券」及び「受領書」を都市整備課窓口へ提出し、樹木の苗
　　と交換します。

2. 扶桑町緑化推進事業
　 建物屋上、壁面及び住宅の生垣の設置に係る経費の一部を補助する制度を実施しています。

区　分 植栽の基準 補助率 補助限度額

屋上緑化

樹木又は地被植物等（一年草は除く）を主
体とした緑化面積 3 ㎡以上の植栽（プラン
ター使用の場合は１基あたり容量 100 ℓ以
上を使用）

緑化区画の造成及び灌漑施設等の工
事、土壌及び植栽に要した経費の２
分の１（施工面積１㎡あたり補助額
２万円を上限）

30 万円

壁面緑化

つる性植物等（一年草は除く）を主体とし
た緑化面積３㎡以上の植栽（プランター使用
の場合は１基あたり容量 100 ℓ以上を使用）

つる性植物の購入並びに植栽及び誘
引資材の設置に要した経費の２分の
１（施工面積１㎡あたり補助額１万
円を上限）

30 万円

生垣設置

建築敷地に対して行う延長５ｍ以上の樹木
の植栽（既存のブロック塀を取り壊しての
設置の場合は２ｍ以上）
ただし、以下の条件にすべて当てはまるこ
と。
ア . 植栽の全部が敷地の外から確認するこ
　  とができ、その一部は公道に接すること
イ . 樹木の高さは植栽面より 70 ㎝以上
ウ . 延長１ｍにつき２本以上
エ . 生垣が公道に接する場合、道路の中心 
　   線から 2.5 ｍ以上後退していること

生垣の設置に要した経費の２分の１
（延長１ｍあたり補助額６千円を上限）
ただし、地上 60 ㎝を超える高さの
コンクリートブロック等の基礎の上
に生垣を設置したものを除く。

10 万円

　▼申請方法
　　工事に着手する日の 10 日前までに補助金交付申請書に必要書類を添えて提出してください。
　　（ただし、町税の滞納者、建物敷地を５年以下の賃貸借契約で借りている方等は対象外となります。）
　▼問い合わせ　都市整備課　

都市整備課　内線 283

緑豊かな潤いのあるまちに

記念樹配布・緑化推進事業補助を実施しています

種　類
キンモクセイ ハナミズキ
ブルーベリー ライラック

キンカン ５種類のなかから１本お選びください。

※記念樹は扶桑町内に

　植栽するものとします。
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新
入
学
児
童
学
用
品
就
学
準
備
費 

    
の
入
学
前
支
給
の
お
知
ら
せ

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

　

扶
桑
町
で
は
、
令
和
２

年
度
に
小
学
校
新
１
年
生

と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
る

ご
家
庭
で
、
経
済
的
に
お

困
り
の
保
護
者
を
対
象

に
、
新
入
学
児
童
学
用
品

就
学
準
備
費
を
入
学
前
に

支
給
し
ま
す
。

　

受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
元
年
11

月
14
日
（
木
）
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
方
　

　
「
扶
桑
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
２

年
４
月
に
扶
桑
町
立
の
小
学
校
に
入
学
予
定

の
児
童
」
の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

（
令
和
２
年
３
月
末
日
ま
で
に
扶
桑
町
外
へ

転
出
す
る
方
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

１
．
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

２
．
生
活
保
護
が
停
止
又
は
廃
止
さ
れ
た
方

３
．
町
民
税
が
非
課
税
又
は
町
民
税
の
減
免

　
　

を
受
け
た
方

４
．
個
人
事
業
税
又
は
固
定
資
産
税
が
減
免

　
　

さ
れ
た
方

５
．
国
民
年
金
の
掛
金
が
減
免
又
は
国
民
健

　
　

康
保
険
税
が
減
免
若
し
く
は
徴
収
猶
予

　
　

さ
れ
た
方

６
．
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
方 

７
．
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
を
受
け
た
方

８
．
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持
っ
て

　
　

い
る
方
又
は
職
業
安
定
所
登
録
日
雇
労

　
　

働
者
で
あ
る
方

９
．
そ
の
他

（
１
）
世
帯
全
員
の
当
該
年
度
所
得
が
生
活 

　
　

  

保
護
法
の
基
準
の
１
．
２
倍
以
下
で

　
　

  

あ
る
方

　
　

 

（
令
和
元
年
１
月
２
日
以
降
に
扶
桑
町 

　
　

  

に
転
入
し
た
方
は
、
最
新
年
度
の
町

　
　

  

県
民
税
課
税
証
明
書
ま
た
は
非
課
税

　
　

   

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

（
２
）
特
別
な
事
情
や
理
由
が
あ
る
方

　
　

  （
理
由
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
学
校
教

育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保育園からのお知らせ

子育て支援センター『にこにこらんど』
　  　　                                      （高雄保育園内）
◆０，１歳フロアー
　日時★ 10 月　4 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 うんどう遊び
　日時★ 10 月 18 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 看護講座・誕生会
◆２，３歳フロアー
　日時★ 10 月 11 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 うんどうかいごっこ
　日時★ 10 月 25 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 小麦粉粘土遊び・誕生会
※持ち物…着替え、水筒、帽子等

◆にこにこサロン
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時
　親子で、誰でも自由に遊びに来てください。
◆電話、面接相談　☎（92）4152
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時

園庭開放『ちびっこ広場』
 高雄西保育園、 高雄南保育園、山名保育園、柏森保育園、柏森南保育園で行います。予約の必要はありません。

　　日時　★ 10 月 5 日 ( 土 )・11 日 ( 金 )・18 日 ( 金 )　午前 10 時～ 11 時 30 分
　◎ 遊びの内容につきましては、保育園、子育て支援センターの「ちびっこ広場」の案内をご覧ください。
　◎ 着替え、水筒、帽子等をお持ちください。
　◎ いずれの保育園も駐車場がありませんので、自転車または徒歩でお越しください。

子育て支援センター『すくすくらんど』
　  　　                                      （斎藤保育園内）
◆０，１歳フロアー
　日時★ 10 月　4 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　楽器遊び
　日時★ 10 月 18 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　うんどうかいごっこ ・誕生会（0 ～ 3 歳合同）
◆２，３歳フロアー
　日時★ 10 月 11 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 新聞紙遊び
　日時★ 10 月 25 日（金）  午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　 親子ふれ合い遊び・誕生会
※持ち物…着替え、水筒、帽子等

◆すくすくサロン
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時
　親子で、誰でも自由に遊びに来てください。
◆電話、面接相談　☎（93）1867
　月曜日～金曜日（祝日除く）午前 9 時～午後 4 時
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空
き
家
総
合
相
談
窓
口
に
つ
い
て総務

課　

内
線
２
１
５

　

扶
桑
町
は
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理
の
促
進
に
向
け
て
５
月
に

(

公
社)

愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
「
扶
桑
町
に
お
け
る
空

き
家
等
対
策
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
管
理
、
売
買
、
解
体
、
住
宅
診

断
、
税
金
や
法
律
関
係
の
相
談
な
ど
、
空
き
家
の
所
有
者
や
そ
の
ご

親
族
等
の
方
か
ら
空
き
家
に
関
わ
る
総
合
的
な
相
談
を
電
話
で
受
け

付
け
る
無
料
相
談
窓
口
（
通
話
料
は
相
談
者
負
担
）
が
利
用
で
き
ま

す
。
個
別
具
体
的
な
ご
相
談
や
専
門
家
の
派
遣
等
を
要
す
る
ご
相
談

に
つ
い
て
は
、
関
係
行
政
窓
口
及
び
連
携
す
る
専
門
有
識
者
団
体
の

相
談
窓
口
へ
お
取
次
ぎ
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
相
談
か
ら
発
生
す
る
実
務
を
伴
う
個
別
の
ご
依
頼
（
利
活

　

用
す
る
に
あ
た
り
、
仲
介
に
伴
う
契
約
業
務
、
登
記
名
義
の
変
更

　

な
ど
） 

に
つ
い
て
は
、
別
途
通
常
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
か
ら
正
午
、 

午
後
１
時
か
ら
５
時

　
（
土
日
祝
及
び（
公
社
）愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
休
業
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
　（
公
社
）
愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
２
（
５
２
２
）
２
５
６
７

　
　
　
　
　
　
　
　
（
空
き
家
総
合
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

岐
阜
基
地
は
、
11
月
10
日
（
日
）
に
開
催
す
る
「
岐
阜
基
地
航
空

祭
」
に
伴
い
、
事
前
の
飛
行
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
航
空
機
騒

音
等
で
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
下
旬
か
ら
11
月
９
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
渉
外
室

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
５
８
（
３
８
２
）
１
１
０
１

                                                

内
線
２
２
７
１

岐
阜
基
地
航
空
祭
開
催
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

 

事
前
飛
行
訓
練
の
お
知
ら
せ

住宅への侵入盗防犯対策を行う世帯に補助をしています
総務課　内線 216

　空き巣や忍び込みなど、不法に家屋に侵入する犯罪を未然に防止するため、住宅対象侵入盗防犯対策
を自ら居住する住宅に行う世帯に対し、費用の一部を補助しています（３年間限定）。

◆ 補助額
１世帯につき１回限りで、補助対象となる経費

（消費税及び地方消費税の額を含む）の２分の１
の額（100 円未満切り捨て）で上限１万円

・ 玄関、勝手口等の出入り口の扉を、防犯対策に
　効果のある二重ロック等ができる扉に交換する
　こと
・ 玄関、勝手口等の出入り口の錠に補助錠、サム
　ターンカバー、ガードプレート等を取り付ける
　こと
・ 窓サッシ等のガラスを防犯対策に効果がある防
　犯ガラスに交換すること
・ 窓サッシ等に防犯フィルム、補助錠、格子等を
　取り付けること
・ 住居にテレビ付インターホンを取り付けること
・ 宅地内の屋外に防犯対策用砂利を敷くこと
・ 宅地内の屋外にセンサーライトを取り付けること
・ 宅地内の屋外に防犯カメラを設置すること
・ その他防犯対策で特に効果がある対策と町長が
　認めたもの

◆ 補助対象になるもの

令和４年３月 31 日まで
※ただし、各年度内に申請してください。
　年度をまたいでの補助金申請は出来ません。

◆ 期　間

・ 防犯対策以外の目的を有するもの
　（犬、門扉、フェンス、門灯等）
・ 警備会社の委託契約
・ 護身用具（防犯スプレー、スタンガン、警棒、
　　　　　　　　　　　　　   防犯ブザー等）

◆ 補助対象にならないもの

① 補助金交付申請書及び補助金交付請求書
② 同意書（賃貸住宅の場合のみ提出必要）
③ 防犯対策の内容（品名）、購入日（工事日）
　が記載された領収書（押印してある原本）
　など支払いの事実が確認できる書類
④ 防犯対策実施後の写真
※ ① ②は、扶桑町ホームページから
　ダウンロードできます。
※ 総務課窓口で申請してください。

◆ 申請に必要なもの
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産
業
環
境
課　

内
線
２
７
５

　

愛
知
県
行
政
書
士
会
に
よ
る
官
公
署
へ
提

出
す
る
各
種
申
請
書
の
作
成
（
農
地
法
・
建

築
許
可
・
建
設
業
許
可
等
）
ま
た
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
の
作
成
（
遺
産
分

割
協
議
書
・
契
約
書
等
）
の
無
料
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
の
秘
密

　

は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　
10
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　
役
場
２
階　

大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ　
愛
知
県
行
政
書
士
会

　

尾
北
支
部 

事
務
局　

☎
（
94
）
０
７
２
７

行
政
書
士
無
料
相
談
会

住
民
課　

内
線
２
４
９

▼
開
催
日　
10
月
６
日
（
日
） 　

▼
場
所
　
名
古
屋
法
務
局

　
　
　
　
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
‐
２
‐
１

　
　
　
　
　
（
名
古
屋
合
同
庁
舎
第
１
号
館
）

▼
費
用　
無
料

▪
イ
ベ
ン
ト
①
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
（
名
古
屋
法
務
局
）」

▼
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
内
容
　
法
務
局
が
所
掌
す
る
業
務
（
登
記
、

筆
界
特
定
、
人
権
擁
護
及
び
供
託
等
）
を
始

め
、
遺
言
等
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

相
談
や
、
一
般
法
律
相
談
、
税
に
関
す
る
相

談
な
ど
、
日
常
生
活
の
様
々
な
心
配
ご
と
、

困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
法
務
局

職
員
並
び
に
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
税
理
士
及
び

法
テ
ラ
ス
所
属
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。（
当
日
予
約
が
な
く

　

て
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
が
、
長
い
時

　

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

法
テ
ラ
ス
所
属
弁
護
士
に
対
す
る
相
談 

　

は
、
10
組
限
定
の
完
全
予
約
制
で
す
。（
予

　

約
が
な
い
場
合
は
相
談
を
お
受
け
で
き
ま

　

せ
ん
。）

▪
イ
ベ
ン
ト
②
「
市
民
講
座
」

▼
時
間　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

（
相
続
・
午
前
11
時
～
、
未
登
記
建
物
・
午

後
１
時
～
、
遺
言
・
午
後
２
時
～
）

▼
内
容
　
相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
所
有
者
の
把
握
が
困
難
と
な
り
、
公
共

事
業
が
進
ま
な
い
な
ど
の
所
有
者
不
明
土

地
・
空
き
家
問
題
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
、
遺
言
、
相
続
及
び
未
登

記
建
物
（
空
き
家
等
対
策
推
進
を
含
む
）
の

３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
公
証
人
、
司
法

書
士
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
が
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

※
受
講
は
予
約
制
で
す
。
定
員
（
45
名
）
に
な

　

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
な
お
、
１
つ
又

　

は
２
つ
の
み
の
受
講
予
約
も
で
き
ま
す
。

▼
予
約
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政
調
査
官
室

　
　

☎
０
５
２
（
９
５
２
）
８
１
７
０

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分  

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
休
み
）

名
古
屋
法
務
局 
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

（
名
古
屋
法
務
局
）」
と
「
市
民
講
座
」

を
同
時
開
催
し
ま
す

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

　

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
無
業
状
態
に
あ
る

若
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者(

扶
桑
町
・
大
口

町
ま
た
は
周
辺
市
町
に
お
住
ま
い
の
方)

を

対
象
に
、
応
募
書
類
の
添
削
、
面
接
対
策
、

適
性
検
査
に
よ
る
自
分
に
合
う
仕
事
に
関
す

る
相
談
等
就
職
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
に
就
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
求
職
活
動
を

し
て
い
る
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
お
悩

み
の
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

①
午
後
２
時
～
２
時
45
分

　
　
　
　

②
午
後
２
時
50
分
～
３
時
35
分

　
　
　
　

③
午
後
３
時
40
分
～
４
時
25
分

▼
場
所　
役
場
１
階　

産
業
環
境
課
前

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
室

▼
内
容　

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
就

職
相
談
の
専
門
家
）
に
よ
る 

個
別
相
談

▼
定
員　
各
回
１
名

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
運
営
団
体
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
） 

　

一
宮
市
栄
３
丁
目
１
番
２
号

　
　

尾
張
一
宮
駅
前
ビ
ル
６
階

　
　
　
　

☎
０
５
８
６
（
55
）
９
２
８
６

　
　
　
　

http://ichisapo.roukyou.gr.jp/

就
職
に
関
す
る

　
　
　
お
悩
み
出
張
無
料
相
談

あ
り
が
と
う

扶
桑
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
、
金
四
千
三
百
十
円
（
古
本
市
売
上
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
ぷ
る
ぱ
い
　
様

一
、
金
四
千
円
　
　
　
　
　
ア
イ
リ
ス
　
様

一
、
金
三
千
円
　

　
　
　
　
朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
う
え
お
　
様

一
、
金
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
某
　
様

7 月 9 日～ 8 月 7 日分

義　援　金

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額が寄せられました。
ご協力ありがとうございました。

◆東日本大震災義援金（役場義援金箱） 　　　　            
◆平成 28 年熊本地震災害義援金（役場義援金箱）　
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金（役場義援金箱）   
◆平成 30 年 7 月豪雨災害義援金（役場義援金箱）　
◆北海道胆振東部地震災害義援金（役場義援金箱）          

金     411 円
金     370 円
金     364 円
金  1,332 円
金     244 円
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★対象となる方
　【老齢基礎年金を受給している方】
　以下の要件をすべて満たしている必要があります。

　・65 歳以上であること

　・世帯員全員の市町村民税が非課税となっている

　・年金収入額とその他所得額の合計が約 88 万円

　　以下であること

　【障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方】
　以下の要件を満たしている必要があります。

　・前年の所得額が約 462 万円以下であること

10 月 1 日より
「年金生活者支援給付金制度」が始まります

住民課　内線 244

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を
支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要です。
ご案内や事務手続きは、日本年金機構 (年金事務所 )が実施します。

★請求手続き
　①平成 31 年 4 月以前から年金を受給している方　　

　　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きの

　　ご案内が 9 月上旬から順次届きます。同封のはがき

　　( 年金生活者支援給付金請求書 ) を記入し提出してく

　　ださい。

　②平成 31 年 4 月 2 日以降に年金を受給しはじめた方
　　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町

　　村で請求手続きをしてください。

★日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

　制度など詳しく知りたい場合は、給付金専用ダイヤルまたは一宮年金事務所へお問い合わせください。

　▼問い合わせ
　　● 給付金専用ダイヤル　☎ 0570（05）4092　 　  ● 一宮年金事務所　☎ 0586（45）1418

★国民年金保険料が免除される期間
　出産予定日又は出産日が属する月の前月から 4 か

　月間（以下「産前産後期間」といいます。）の国民

　年金保険料が免除されます。

　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日

　が属する月の 3 か月前から 6 か月間の国民年金保

　険料が免除されます。

＊出産とは、妊娠 85 日（4 か月）以上の出産をいい

　ます。（死産、流産、早産された方を含みます。）

★対象となる方
　国民年金第 1 号被保険者で出産日が平成 31 年 

　 2 月 1 日以降の方

★施行日　平成 31 年 4 月 1 日

「産前産後保険料免除制度」について
住民課　内線 244

　次世代育成支援の観点から、国民年金第 1号被保険者が出産を行った際には、出産前後の一定
期間の国民年金保険が免除される制度が平成 31 年 4月より始まりました。

★手続きについて
　出産予定日の 6 か月前から提出可能です。

　【必要書類】
　・年金手帳または個人番号のわかる書類

　・認印（本人署名の時は不要です。）

　・本人確認資料

　・出産前に申請する場合は母子健康手帳、出産予定日

　　を明らかにすることができる書類

　・出産後に申請する場合で被保険者子どもが別世帯の

　　ときは、戸籍謄本や出生証明書など親子関係がわか

　　る書類

　・死産の場合は死産証明書、死胎埋火葬許可証など 

　　死産日および親子関係がわかる書類
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愛知県警察からの
お知らせ

平針運転免許試験場は、建替え工事のため、来場者の駐車場が利用できません。
公共交通機関のご利用をお願いします。
▼問い合わせ　運転免許課  ☎ 052（951）1611（内線：781‐280・281）

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
と
、
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。

　

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
、
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界

で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、
建
設
業
退

職
金
共
済
（
建
退
共
）
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　
　
　　
建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　
　
　
　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
金　
日
額
３
１
０
円

▼
特
長

 ･

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

　

み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

 

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

 

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

 

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

　

人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

　

扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

　

す
。

 

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

　

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

 

愛
知
支
部　
☎
０
５
２
（
２
４
３
）
０
８
７
１

　総務省統計局・扶桑町では、「経済センサス－基礎調査」を実施します。
　この調査は、調査員が全国すべての事業所の活動状態を実地で確認し、
新たに把握した事業所など一部の事業所には調査票を配布することにより
行います。皆さんの調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

産業環境課　内線 273

経済センサス‐基礎調査にご協力ください事業所・企業の皆さんへ

　

「安心」して暮らせる「安全」な扶桑町の確立

犬山警察署からのお知らせ 110 番

扶桑町内の 8 月中の犯罪発生総数（暫定値）は、 16 件（昨年同月 12 件）です。
自転車盗被害が柏森学区で 2 件、高雄学区で 1 件発生しました。

振り込め詐欺は、次の４つの類型の総称です。
１. オレオレ詐欺（恐喝）
  息子 ､ 孫 ､ 娘などの親族を装ったり、警察官や弁護士、
金融機関、百貨店などを装って、現金等をだまし取る
詐欺をいいます。
２. 架空請求詐欺（恐喝）
  未払いの料金があるなど架空の事実を口実に料金を請
求する文書やメール等を送付して、現金をだまし取る
詐欺をいいます。
３. 融資保証金詐欺
　実際には融資しないにも関わらず、融資する旨の電話
や文書等を送付するなどして、融資を申し込んできた者
に対し、保証金等を名目に現金を預金口座等に振り込ま
せるなどの方法によりだまし取る詐欺をいいます。
４. 還付金等詐欺
　役所を装い、電話で「税金の還付がある」などと説
明して取引のある金融機関を聞き出した後、金融機関
を装い、電話を通じて被害者に必要な手続と信じ込ま
せてＡＴＭを操作させ、被害者の口座から送金により
現金をだまし取る詐欺をいいます。

■被害に遭わないためには
○犯人と話をしないために、電話機を常時留守番電話 
　設定にしておき、相手が誰かを確認してから電話に
　出る
○ナンバーディスプレイや被害防止対策機能が付いた
　電話機を使用する
○迷惑メール対策機能アプリを活用する
○相手の身分を疑う（一度電話を切り、正しい電話番
　号を調べる）
○お金を要求するメールやハガキに記載された電話番
　号には絶対に電話をしない
○第三者に絶対に現金やキャッシュカードを渡さない。
　暗証番号を教えない
○宅配便、レターパックなどで現金を送らない（現金
　を送ることはできません）
○万一に備えてキャッシュカードを利用したＡＴＭか
　らの振込限度額をあらかじめ０（ゼロ）円に設定し
　たり、引き下げておく
○普段から、家族や地域でコミュニケーションを図り
　「振り込め詐欺」の話をする

オレは誰？ＳＴＯＰ！特殊詐欺 ～振り込め詐欺にご注意を～
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丹 羽 消 防 署 119 番

　認知症の家族を介護している方たちのための交流会を、毎月第 1 月曜
日午後 1 時 30 分から 3 時 30 分まで扶桑町総合福祉センター 2 階研修
室にて開催しています。ご家族が認知症になり、どう対応したら良いか
分からない方や今後の事が不安な方等にご参加いただき、介護経験者の
方と話をしたり、現在介護している方たちとの情報交換を行ったりして
います。今年度は 7 月に医師の講義を行いました。今年度後半には、認
知症の専門職の方の講義と交流を予定しています。是非ご参加ください。

認知症地域支援推進員のコラム
認知症家族介護者交流会に参加しませんか？

認知症家族介護者交流会の様子

▼問い合わせ　扶桑町地域包括支援センター（扶桑町総合福祉センター１F）
　☎（91）1171　月～金曜日（祝日を除く） 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

名古屋銀行協会ではとりひき相談員が常駐し、銀行取引に
ついて相談・苦情を無料で受け付けています。
相談・苦情は、面談または電話で行います。

名古屋銀行協会・銀行とりひき相談所 ▼場　所　名古屋市中区丸の内２丁目４番２号
　　　　　        ☎ 052（218）6150
▼日　時　月曜～金曜（祝・年末年始除く）
　　　　　午前９時～午後５時

◆住宅防火 いのちを守る７つのポイント！

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　就寝時間帯の火災で亡くなられる方が多いため、寝て
　いるときにも火災に気づけるよう住宅用火災警報器
　を設置しましょう。
②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、 
　防炎品を使用する。
　寝タバコから寝具等に着火し、延焼拡大する火災が多
　くあります。火が燃え移らないよう防炎品を意識して
　使用しましょう。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
　てんぷら火災などでは、水をかけると水蒸気爆発等を
　起こすことがあります。一家に 1 本消火器を備えま
　しょう。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
　協力体制を作る。
　ご近所さんが先に火災に気づいたり、初期消火をして
　被害が最小限に収まることもあります。ご近所さんと
　協力体制を築きましょう。
 火災を防ぐ習慣３つ
①寝タバコは、絶対やめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

◆住宅用火災警報器も交換が必要？
　住宅用火災警報器は上の記事にもありましたが、皆さ
んや皆さんの家族の命を火災から守るためのものです。
一般住宅の場合、寝室と階段の２カ所が設置の義務化
がされ、現時点で義務化から約 10 年が経ちます。古く
なると、電子部品の劣化や電池切れなどで火災を感知し
なくなることがあるため、交換が必要になります。交

換の目安は、住宅用火災警報器を設置してから約 10 年
です。設置年月、製造年は本体に記載されていますので、
確認してください。

　点検ボタンを押すか点検ひもを引っ張り、作動確認を
行いましょう。正常ですと音が鳴りますが、作動確認を
して反応がなければ本体の故障か電池切れの可能性が
あります。少なくとも１年に２回は、作動確認をしま
しょう。

 対策４つ

 定期的な作動確認の実施

 設置年月、製造年の
 確認方法

※こちらの写真はあくまで例であり、確認方法が違う場合もあります。

　住宅防火の記事にも記載しましたが、住宅火災では、
逃げ遅れが原因で死亡するケースが多く、特に就寝時に
犠牲になる危険性が高くなっています。そのため、寝
ている最中に火災に気づくように寝室への設置が、そ
の寝室に煙が充満する前に、上階への煙の通り道であ
る階段で感知できるように階段への設置が必要となり、
火災時の逃げ遅れを防ぐことにつながります。
◎住宅用火災警報器については丹羽広域事務組合消防
　本部のホームページに詳しく載っていますので、ご覧
　ください。
▼問い合わせ
　丹羽広域事務組合 消防本部 予防課　☎（95）5158

 なぜ寝室や階段に設置が必要か

本体の裏側に製造年月
が記載されています！

“ はずす ” の方向に
回します。
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募
集
し
ま
す

　

県
で
は
〝
愛
知
県
の
素
敵
な
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
コ
ト
・
バ
シ
ョ
〟
の
写
真
を
、
専
用

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

又
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
投
稿
す
る
「#

一
番
住

み
た
い
愛
知
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
す
る
の
は
「
食
」「
ス
ポ
ッ
ト
」「
日

常
」
の
三
部
門
で
、
優
秀
作
品
の
応
募
者
に

は
、
愛
知
ゆ
か
り
の
素
敵
な
賞
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」

に
入
会
の
上
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
先
着
百
名
様
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
は
、
告
知
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
期
間　
10
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

愛
知
県
政
策
企
画
局
企
画
課

　
　

 

☎
０
５
２
（
９
５
４
）
６
０
８
９

    　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 　

https://turns.jp/29277

「#

一
番
住
み
た
い
愛
知

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　

 

２
０
１
９
」
の
作
品

総
合
体
育
館 

☎
（
93
）
２
４
４
１

▼
日
時　
10
月
20
日(

日)　
　
　
　
　

　
　
　
　

開　

場
：
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　

開
会
式
：
午
前
９
時
15
分

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま

た
は
卓
球
協
会
加
盟
者

▼
参
加
料　
高
校
生
以
上　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下　

無
料

卓
球
協
会
主
催

お
楽
し
み
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

総
合
体
育
館　

☎
（
93
）
２
４
４
１

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ

は
、
ゴ
ル
フ
の
基
本

技
術
を
楽
し
く
、
正
確

に
習
得
す
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
、

ア
プ
ロ
ー
チ
、
パ
ッ
ト

を
す
る
風
景
は
ゴ
ル
フ

そ
の
も
の
で
す
が
、
ゴ

ル
フ
よ
り
や
さ
し
く
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
プ

レ
イ
で
き
ま
す
。
家
族
や
友
人
な
ど
を
誘
っ

て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

受
付
：
午
後
１
時
～　

　
　
　
　

開
会
：
午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
総
合
体
育
館
）

▼
対
象　
小
学
１
年
生
以
上

▼
参
加
料　
一
般
：
３
０
０
円

　
　
　
　
　

わ
っ
と
会
員
：
２
０
０
円

▼
申
込
み　
10
月
５
日
（
土
）
か
ら
受
付
開
始

わ
っ
と
楽
ら
く
ス
ポ
ー
ツ
ふ
そ
う
事
務
局

（
総
合
体
育
館
内
）
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

わ
っ
と
楽
ら
く
ス
ポ
ー
ツ

ふ
そ
う　

☎
（
93
）
２
５
１
１

わ
っ
と
楽
ら
く
ス
ポ
ー
ツ
ふ
そ
う
主
催

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

総
合
体
育
館　

☎
（
93
）
２
４
４
１

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
楽
し
く

簡
単
に
プ
レ
イ
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
賞

品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
や
友

人
な
ど
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

予
備
日　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　

受
付
：
午
前
８
時
30
分
～　

　
　
　
　

開
会
：
午
前
９
時
～

▼
場
所　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　
小
学
１
年
生
以
上

▼
参
加
料　
一
般
：
３
０
０
円

　
　
　
　
　

わ
っ
と
会
員
：
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
：
無
料

▼
申
込
み　

10
月
５
日
（
土
）
か
ら
10
月
20

日
（
日
）（
火
曜
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
わ
っ

と
楽
ら
く
ス
ポ
ー
ツ
ふ
そ
う
事
務
局
（
総
合

体
育
館
内
）
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

わ
っ
と
楽
ら
く
ス
ポ
ー
ツ

ふ
そ
う　

☎
（
93
）
２
５
１
１

わ
っ
と
楽
ら
く
ス
ポ
ー
ツ
ふ
そ
う
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

▼
試
合
方
法

 

①
一
般
の
部
・
初
級
者
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
） 

※
当
日
、
抽
選
に
よ
る
組
合
せ
で
団
体
戦
を

　

行
い
ま
す
。

 

② 

小
学
生
の
部
（
個
人
戦
）  

 

③ 

中
学
生
の
部
（
個
人
戦
）

▼
申
込
み　

10
月
12
日(

土)

ま
で
に
総
合

体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
務
課　

内
線
２
１
５

▼
応
募
資
格　

扶
桑
町
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
の
選
挙
権
の
あ
る
方

▼
応
募
方
法　

必
要
事
項
を
応
募
申
込
書
に

記
入
し
、
郵
送
・
F
A
X
・
窓
口
へ
の
持
参

に
よ
り
扶
桑
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
総
務
課
窓
口
で
の

配
布
又
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
に
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

▼
投
票
立
会
人
と
は
？　

各
投
票
所
や
期
日

前
投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
事
務
が
公
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
く
人
の

こ
と
で
す
。

▼
立
会
時
間

●
期
日
前
投
票
所

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
投
票
日
当
日
の
投
票
所

　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

▼
報
酬
等

●
期
日
前
投
票
所 

９
，
６
０
０
円

●
投
票
日
当
日
の
投
票
所 

１
０
，
９
０
０
円

▼
そ
の
他　

登
録
制
で
す
。
一
度
登
録
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
選
挙
の
た
び
に
登
録
し

直
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選

投
票
立
会
人

任
は
、
選
挙
が
あ
る
ご
と
に
登
録
者
の
中
か

ら
調
整
を
行
い
、
別
途
通
知
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
人
数
等
の
調
整
に
よ
り
、

選
任
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



扶桑町役場　☎（93）1111 ー 25 ーー 25 ー扶桑町役場　☎（93）1111

広 告
この欄は「広報ふそう」有料広告欄
です。
広告の内容に関する問い合わせは、
直接広告主へお願いします。

優勝した皆さん

夏休みの思い出・・・
 第４回わくわくスポーツフェスタ7/28

　 総 合 体 育 館 に て、
141 名 の 小 学 生 が、
ストラックアウトや
サッカーなどの６種
目 に チ ャ レ ン ジ し、
スポーツの楽しさを
体感しました。  ストラックアウト

＜各部門優勝者＞
　１・２年男子の部　　澤

さ わ き

木優
ゆ う

宇さん　
　１・２年女子の部　　近

こんどう

藤　渚
なぎさ

さん
　３・４年男子の部　　大

おおたけ

竹直
な お や

哉さん
　３・４年女子の部　　木

き の う

納杏
あ ん な

菜さん　
　５・６年男子の部　　小

お ざ わ

澤貫
か ん と

人さん　
　５・６年女子の部　　愛

あいこう

甲さくらさん

  シュート！

世界選手権出場決定！！8/2

　山名小学校出身の北
きたおり

折愛
え り

里さん（レインボー体操トラン
ポリン教室所属）が、7 月 7 日に静岡で開催された第 6 回
全日本タンブリング・ダブルミニトランポリン競技年齢別
選手権大会（世界トランポリン最終選考会）で優秀な成績
を収められ、11 月 25 日から東京で行われる世界選手権に
日本代表として出場することを町長に報告しました。

「扶桑・犬山フェア」開催7/19 ～ 7/21

　イオン扶桑店の周年記念の一貫として、扶桑・犬山の特
産品及び産業の紹介を目的としたフェアが開催されました。
オープニングイベントでは事業者と来場者の方が一緒にラ
ジオ体操を行いました。
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情
　
報

募
　
集

保
　
健

特
　
集

町
　
政

犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会

　

先
月
は
「
フ
レ
イ
ル
」

＝
「
高
齢
に
な
っ
て
心
や

体
の
活
力
（
筋
力
や
認
知

機
能
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
な
ど
）
が
低
下
し
た
状

態
」
の
お
話
を
し
ま
し
た
。

で
は
、
口
の
中
の
フ
レ
イ
ル
＝
オ
ー
ラ
ル
・

フ
レ
イ
ル
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
状
態
を

い
う
の
で
し
ょ
う
か
？

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

「
オ
ー
ラ
ル・フ
レ
イ
ル
」っ
て
何
？

　

簡
単
に
い
う
と
「
口
を
介
し
た
体
の
衰
え
」

の
こ
と
で
「
嚙
む
、
飲
み
込
む
」
な
ど
の
食

べ
る
働
き
や
「
話
す
」
な
ど
の
口
の
働
き
の

「
さ
さ
い
な
衰
え
」
が
身
体
全
体
の
働
き
の

低
下
や
さ
ら
に
は
精
神
的
や
社
会
的
な
健
康

の
悪
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
状
態
の
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

　

負
の
連
鎖
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
が
重
な
り
合
っ

て
よ
り
悪
い
方
向
へ
向
か
う
事
を
言
い
ま

す
。「
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
」
に
関
し
て

の
負
の
連
鎖
は
、
う
ま
く
咬
め
な
い
→
や
わ

ら
か
い
も
の
を
食
べ
る
→
咬
む
働
き
の
低
下

→
う
ま
く
咬
め
な
い
→
や
わ
ら
か
い
も
の
を

食
べ
る
→
咬
む
働
き
の
低
下
→
…
の
く
り
返

し
を
い
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
の
た

め
に
は
、
①
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。
②
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

を
と
り
ま
し
ょ
う
。
③
口
の
さ
さ
い
な
衰
え

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
定
期
的

な
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

最
後
に
簡
単
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

「
お
茶
や
汁
も
の
で
む
せ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
」「
半
年
前
と
比
べ
る
と
固
い
も
の

が
食
べ
に
く
く
感
じ
る
」「
口
の
乾
き
が
気

に
な
る
」「
半
年
前
と
比
べ
て
食
欲
が
減
っ

た
。
少
し
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
」「
や
わ
ら

か
い
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い
る
」
こ
の
中

で
３
つ
当
て
は
ま
る
方
は
、
オ
ー
ラ
ル
・
フ

レ
イ
ル
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
歯
科

医
院
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た

か
？

　

扶
桑
町
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
た
方
で
、
特
定
保
健
指
導
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
方
に
、「
特
定
保
健
指
導
の
ご

案
内
」
を
送
付
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
管

理
の
た
め
に
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
10

年
後
に
元
気
な
体
で
い
ら
れ
る
た
め
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
を

　
　
　
　
　
受
診
さ
れ
た
方
へ

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０

　

我
が
国
の
肝
炎
（
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
）

の
感
染
者
は
、
Ｂ
型
と
Ｃ
型
合
わ
せ
て
約

３
０
０
万
人
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
感
染
時
期
が
明
確
で
は
な
い
こ
と
や

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
適
切

な
時
期
に
治
療
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、
本

人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
が
ん

へ
移
行
す
る
感
染
者
が
多
く
存
在
す
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
内
容　

問
診
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
及
び
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
（
採
血
検
査
）

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
40
歳
の
方
（
昭
和

54
年
４
月
１
日
～
昭
和
55
年
３
月
31
日
生
ま

れ
の
方
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は

　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０

※
対
象
の
方
に
は
、
既
に
検
診
票
を
郵
送
し

　

ま
し
た
。

※
41
歳
以
上
の
方
で
、
一
度
も
肝
炎
ウ
イ
ル

　

ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
無
く
、
検
診
を

　

ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　
無
料

▼
実
施
場
所　
扶
桑
町
・
大
口
町
委
託
医
療
機
関

▼
実
施
期
間　
10
月
31
日
（
木
）
ま
で

成
人
栄
養
相
談
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０

　

食
欲
の
秋
で
す
。
自
分
の
食
生
活
は
大
丈

夫
か
な
と
感
じ
た
り
、
健
康
診
査
の
結
果
か
ら

食
事
を
見
直
し
た
い
な
ど
、
食
生
活
で
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
管
理
栄
養
士
が
あ
な
た
に
合
わ

せ
た
食
生
活
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
お
一
人
30
分
程
度
）

▼
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員　
５
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
開
始
　
10
月
１
日
（
火
）
～

※
保
健
セ
ン
タ
ー
の
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

人
の
筋
肉
は
何
歳
に
な
っ
て
も
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
わ
ず
か

な
段
差
で
も
転
ん
で
し
ま
う
、
そ
ん
な
こ
と

を
防
ぎ
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
、
一

緒
に
楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
「
健
康
い
き
い

き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程　
11
月
５
日（
火
）、11
月
19
日(

火)

、   

12
月
10
日(

火) 

、
12
月
17
日(

火) 

、

令
和
２
年
１
月
７
日(

火) 

、１
月
21
日(

火)

▼
時
間　
受
付
：
午
前
９
時
15
分
～

　
　
　
　

教
室
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時

▼
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

転
倒
予
防
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
体
操
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▼
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分

▼
定
員　
各
20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
開
始　

10
月
１
日
（
火
）
～

※
会
場
準
備
の
た
め
、
事
前
に
保
健
セ
ン 

　

タ
ー
の
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

健
康
い
き
い
き
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー  

☎
（
93
）
８
３
０
０



扶桑町役場　☎（93）1111 ー 27 ー

情
　
報

募
　
集

保
　
健

特
　
集

町
　
政

扶桑町役場　☎（93）1111 ー 27 ー

情
　
報

募
　
集

保
　
健

特
　
集

町
　
政

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談
実
施
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　

保
健
所
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
（
依
存

症
な
ど
）
で
悩
み
を
持
つ
ご
家
族
が
、
医
師

及
び
酒
害
相
談
員
と
の
相
談
で
、
ご
本
人
を

ど
う
支
え
て
い
く
か
、
ご
家
族
が
す
こ
や
か

に
毎
日
を
送
る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
等
を
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
し
て
「
ア

ル
コ
ー
ル
専
門
相
談｣

を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
及
び
内
容
　

　

10
月
21
日
（
月
）　

午
後
２
時
～
４
時

　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

江
南
保
健
所  

☎
（
56
）
２
１
５
７

　

保
健
所
で
は
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス

や
強
皮
症
な
ど
の
膠
原
系
難
病
の
患
者
さ
ん

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
同
士
の
交
流
会
を

中
心
に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加

希
望
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所　
江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

　
　
　
　
（
江
南
市
布
袋
町
東
３
５
９
）

▼
内
容
及
び
助
言
者

●
「
膠
原
病
と
の
つ
き
あ
い
方

　
　
　
　
　
　

～
体
験
を
と
お
し
て
～
」

　
　

全
国
膠
原
病
友
の
会　

愛
知
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池い
け
の
り乗

あ
ず
さ
氏

● 

交
流
会

▼
申
込
期
間
　
11
月
１
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

江
南
保
健
所　

健
康
支
援
課

　
　
　

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

江
南
保
健
所  

☎
（
56
）
２
１
５
７

膠
原
系
難
病
患
者
・
家
族
の

つ
ど
い
の
ご
案
内

　

保
健
所
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊
髄
小

脳
変
性
症
、
多
系
統
萎
縮
症
、
多
発
性
硬
化

症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
な
ど
の
神
経
系

難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
つ
ど
い
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
神
経
内
科
の
専

江
南
保
健
所  

☎
（
56
）
２
１
５
７

神
経
難
病
患
者
・
家
族
の
つ
ど
い 

「
ゆ
め
の
会
」
の
ご
案
内

門
医
を
お
呼
び
し
ま
す
。
神
経
系
難
病
の
治

療
と
生
活
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
く
時

間
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　
江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館

　
　
　
　
（
江
南
市
布
袋
町
東
３
５
９
）

▼
内
容
及
び
講
師

●
医
療
講
演
「
神
経
系
難
病
の
治
療
と
生
活
」

　
　

結
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴す
ず
き木
欣よ

し
ひ
ろ宏
先
生

●
患
者
・
家
族
交
流
会

▼
申
込
期
間
　
11
月
6
日
（
水
）
ま
で

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

江
南
保
健
所　

健
康
支
援
課

　
　
　

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

▼
場
所　
江
南
保
健
所

　
　
　
　
　
（
江
南
市
布
袋
下
山
町
西
80
）

▼
対
象
者　

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
ん
で
い

る
家
族
も
し
く
は
本
人

（
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・

扶
桑
町
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
り
ま
す
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

江
南
保
健
所　

健
康
支
援
課

　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

　

日
々
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
や
、
今
ま

で
ご
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
た
方
、
ご
自

分
や
ご
家
族
の
老
後
が
心
配
な
方
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
し
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
手
す
り
や
歩
行
器

な
ど
の
福
祉
用
具
に
つ
い
て
の
展
示
や
紹
介

を
お
こ
な
い
ま
す
。
実
際
に
、
見
て
触
っ
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
介
護
の
参
考
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

▼
場
所
　
扶
桑
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　

大
会
議
室
と
研
修
室

▼
持
ち
物　

お
飲
み
物
や
お
菓
子
の
持
ち
込

み
自
由
で
す
（
お
茶
は
準
備
し
て
い
ま
す
）。

▼
参
加
費　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

扶
桑
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
（
91
）
１
１
７
１

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

介
護
者
交
流
会

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
３

　

み
な
さ
ん
、
若
年
性
認
知
症
と
い
う
病
気

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
認
知
症
と
聞
く

と
、
高
齢
者
特
有
の
疾
患
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
65
歳
以
下
で
発
症
す
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
65
歳
以
下
で
発
症
し
た
方
を

一
般
的
に
「
若
年
性
認
知
症
」
と
言
い
ま
す
。

発
症
率
は
人
口
10
万
人
に
対
し
約
48
人
、
扶

桑
町
で
例
え
る
と
約
16
人
は
発
症
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
発
症
年
齢
は
40
代
、
50

代
が
最
も
多
く
、
働
き
盛
り
の
年
代
も
注
意

が
必
要
な
病
気
で
す
。

　

本
講
演
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の
当
事
者

の
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
当
事
者
の

視
点
か
ら
、
発
症
し
て
不
安
だ
っ
た
こ
と
、

気
付
い
た
こ
と
、
生
活
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所
　
扶
桑
町
中
央
公
民
館 

２
階  

講
堂

▼
講
師　

・「
お
れ
ん
じ
ド
ア 
も
～
や
っ
こ
な
ご
や
」

　
　
　
　
　
　
　

   

代
表　

山や
ま
だ田 

真ま

ゆ

み
由
美
氏

若
年
性
認
知
症
当
事
者
講
演
会

・「
社
会
福
祉
法
人 

名
古
屋
市
社
会
福
祉 

　

 

協
議
会 

名
古
屋
市
認
知
症
相
談
支
援
セ 

 　

ン
タ
ー
」　

若
年
性
認
知
症
相
談
支
援
担
当

　
　
　
　
　

 

社
会
福
祉
士　

鬼き
と
う頭　

史ふ
み
き樹

氏

▼
対
象　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
町
内
在

住
、
在
勤
の
方　
　

▼
定
員　
１
５
０
人

▼
参
加
費　
無
料　
　

▼
申
込
み　
不
要

▼
問
い
合
わ
せ　

扶
桑
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
（
91
）
１
１
７
１

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
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「
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）」　  

ふ
そ
う
俳
句
会

　

バ
ス
停
に
踏
台
の
あ
り
秋
ざ
く
ら　
　
　
　

 

千せ
ん
だ田　

一い
っ
と
う到

　

集
落
へ
橋
の
失
せ
た
り
秋
出
水　
　
　
　
　

 

吉よ
し
の野　

童ど
う
じ子

　

鳥
の
来
て
を
り
残
り
柿
二
つ
三
つ　
　
　
　

 

永な
が
い井　

年と
し
く
に國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扶
桑
川
柳
ク
ラ
ブ

　

新
聞
の
小
文
字
に
眼
鏡
疲
れ
が
ち　
　
　
　

 

尾お
ぜ
き関
と
き
よ

　

新
米
の
香
り
頂
く
朝
の
膳　
　
　
　
　
　
　

 

大お
お
に
し西　

陽よ
う
こ子

　

味
噌
作
り
圧
力
鍋
の
魔
法
借
り　
　
　
　
　

 

高た
か
ぎ木　

節せ
つ
こ子

　
　
　
　
　 

「
は
や
ぶ
さ
２
」　
　
　
　
ふ
そ
う
短
歌
会

　　
〈
は
や
ぶ
さ
２
〉
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
岩い

わ石
持
ち
帰
り

　
　
　

生い
の
ち命

の
起
源
探
る
ロ
マ
ン
は　
　
　

 

小お
の
で
ら

野
寺
紀き

み

よ

美
代

　

祖
母
よ
り
の
祝
電
よ
ま
れ
披
露
宴

　
　
　
「
融
合
さ
れ
よ
」
に
う
な
ず
く
花
嫁　

  

松ま
つ
い井
み　

　

こ

つ
子

　

宙
に
浮
き
落
ち
ざ
る
月
の
謎
の
こ
と

　
　
　

さ
ら
り
と
問
え
り
孫
の
瞳
は　
　
　

   

中な
か
や
ま山　

哲て
つ
や也

　
　
　
　「
鹿ろ

く
さ
い柴
」  　
　
　
　
　
　

王お
う
い維　
　

　

空
山
人
を
見
ず

　

但た
だ

人じ
ん
ご語
の
響
き
を
聞
く

　

返へ
ん
け
い景

深
林
に
入
り

　

復ま
た

青せ
い
た
い苔

の
上
を
照
ら
す

　「
意
」　
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
山
に
は
、
人
影
は
一
人
も
見
え

　
　
　
　
な
い
。
然
し
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
人
の
話
し
声
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短
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俳
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原
作
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で
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ら
に
楽
し
も
う
！
～

その他の本

　大手自動車メーカーのエリート

社員・君嶋は工場の総務部長に左

遷され、ラグビー部のゼネラルマ

ネージャーを兼務することに。ラ

グビーの知識も経験もない君嶋が、

お荷物社会人ラグビーチームの再

建に挑む。TBS ドラマの原作。

　池井戸　潤氏は、1963 年岐阜

県生まれ。慶應義塾大学卒。「果つ

る底なき」で江戸川乱歩賞、「鉄の

骨」で吉川英治文学新人賞、「下町

ロケット」で直木賞を受賞。

　前科持ちの結婚相談所の男と、結婚

したパートナーと死別を繰り返す中

年女につきまとう黒い疑惑。恐るべ

き“後妻業”の手口と実態とは ･･･。「色

で老人を喰う」恐ろしき稼業を描く

戦慄の犯罪小説。『別冊文藝春秋』連

載を書籍化。

　黒川　博行氏は、1949 年愛媛県生

まれ。京都市立芸術大学美術学部彫刻

科卒業。「キャッツアイころがった」

で第４回サントリーミステリー大賞、

「カウントプラン」で第 49 回日本推

理作家協会賞、「破門」で直木賞を受賞。

　森若沙名子、27 歳、経理一筋

５年。恋愛とは縁遠い彼女だが、

きっちりと働き、完璧な生活を

送っている。いつものように週

末をまったり過ごしていると、

営業部のエース・山田から連絡

がきて ･･･ ！？

10 月の催しもの

と　き 催しもの

毎週月曜日・午前 11 時～
あかちゃん絵本
　　        よみきかせ会

毎週木曜日・午前 10 時～
　午後 0 時 30 分

 あかちゃんクラブ
　　        ラッコルーム

毎週土曜日・午前 11 時～  「おはなし」と
         「あそび」の広場

6 日（日）
・午前 11 時～
・午後 2 時～

子どもビデオ劇場

13 日（日）
・午前 11 時～
・午後 3 時～

子ども工作教室

20 日（日）
・午前 11 時～
・午後 3 時～

子どもゲーム教室

「
こ
れ
は
経
費
で

　
　
　

落
ち
ま
せ
ん
！  

１
」

青あ
お
き木　

祐ゆ
う
こ子

／
著

「
ノ
ー
サ
イ
ド
・
ゲ
ー
ム
」

池い
け
い
ど

井
戸　

潤
じ
ゅ
ん

／
著

「
後
妻
業
」

黒く
ろ
か
わ川　

博ひ
ろ
ゆ
き行

／
著

◆「ルパンの娘」 
横
よこぜき

関　大
だい

／著

◆「集団左遷」      
江
え ば ど

波戸　哲
て つ お

夫／著

◆「仮面同窓会」  
雫
しずくい

井　脩
しゅうすけ

介／著

◆「わたし、定時で帰ります。1」
朱
あ け の

野　帰
かえるこ

子／著

◆「神の手　上・下」 
久
く さ か べ

坂部　羊
よう

／著

◆「ストロベリーナイト」 
誉
ほ ん だ

田　哲
て つ や

也／著

◆「盤上の向日葵」 
柚
ゆ ず き

木　祐
ゆ う こ

子／著
◆展示会  ｢ 地球環境保護ポスター展 ｣｢ 廃品再利用作品展 ｣
　　　　　産業環境課主催  10 月 19 日（土）～ 24 日（木）
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各 公 共 施 設 の お や す み

役 場
☎（93）1111

 土曜日・日曜日・祝日

保 健 セ ン タ ー
☎（93）8300

 土曜日・日曜日・祝日

総合福祉センター
☎（91）1151

 月曜日

総 合 体 育 館
☎（93）2441

 火曜日

扶 桑 文 化 会 館
☎（93）9000

 月曜日（祝日は除く）・
 火曜日

中 央 公 民 館
☎（93）7211

 火曜日

図 書 館
☎（93）8630

 火曜日・第３水曜日

学習等供用施設  月曜日・祝日

ス マ ホ で 広 報 紙
アプリで読むには

まずは左のＱＲコードから
ダウンロード！！
※通信料は利用者負担です。

町の人口
（9 月 1 日現在）

人口 　　34,771 人 （－ 7）

男 　　17,331 人 （－ 9）

女 　　17,440 人 （＋ 2）

世帯数 14,171 世帯  （＋ 4）
　※（　）前月比

　今月号から、計５回にわたり、平成 30 年度に実施したアンケート調査結果をお知らせします。このアンケートは、
昨年 10 月に町内在住の 15 歳以上の方 1,000 名を無作為抽出し、実施しました。なお、回収率は 32.0％でした。
　今回は「男女共同参画に関するいろいろな言葉を知っていますか？」です。表の①～⑥の言葉について聞いて
います。

企画：ふそう男女共同参画懇話会

政策調整課　内線 316

男女共同参画

     コ
ラム 扶桑町男女共同参画プラン策定にあたってのアンケート

調査結果について ～ 男女共同参画を知っていますか編 ～

　「男女共同参画社会」を「知っている人」（“内容（意味）を知っている”
と “聞いたことはある” の人）の割合は 10 年前の調査と比較して 20
ポイント近く増えています。
　「ポジティブアクション」（積極的改善措置）は知っている人が少な
いという結果です。

扶桑東小学校 ２年

熊
く ま だ

田　明
あ か り

香里さん

今月号の表紙

 絵の題　「笑顔のあふれた扶桑町」

 絵の題　「 大すきなふそうひがし小学校 」

　わたしの大すきな場所は、ふそうひがし小学校です。入学してか

らたくさんの思い出ができました。とくにわたしがすきなのは、う

んどう場です。ジャングルジムやブランコ、おにごっこや大なわを

友だちといっしょにするのがすきです。てつぼうが一ばんすきで、

友だちといろいろなわざにちょうせんしています。これからも大す

きな小学校でたくさん勉強したりあそんだりしたいです。

ふそう男女共同参画懇話会は、
『男女共同参画！？ 知って
るよ。当たり前じゃん！？』
を目指して、これからも頑張っ
ていきます！

●アンケート調査結果の詳細については、扶桑町ホームページで確認できます。
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　ポジティブアクションとは、固
定的な男女の役割分担意識や過去
の経緯から、「営業職に女性がほ
とんどいない」「管理職は男性が
大半を占めている」などの差が男
女の労働者の間に生じている場
合、このような差を解消しようと、
個々の企業が行う自主的かつ積極
的な取り組み。のことです。

8 月 １～ 8 月

刑法犯総数 16 件
（12 件）

88 件
（157 件）

住宅対象侵入盗 2 件
（1 件）

6 件
（22 件）

車 上 ね ら い 2 件
（3 件）

6 件
（9 件）

自 転 車 盗 4 件
（3 件）

21 件
（31 件）

◆扶桑町内主な犯罪発生状況 ( 暫定値 )

（昨年同期）
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